











ために欠かせないのは言うまでもない。さらに、知識を得て教養を身につけるため 媒介であり、あるいはまた、気分転換と娯楽の糧でもあった。しかし、それにはとどまらな 。フロイトは物としての本に惹きつけられてい 。 『夢解釈』 おける自己分析で 、自分の「書籍愛好」
⑶には次のような出来事がかかわっているという。
私の父が、あるとき、遊び半分に、私と私のすぐ下の妹に色、
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イトは一九二〇年の『快原理の彼岸』で「死の衝動」という観念を導入することでさらに考察を深めることになる。それはともあれ、もちろんフロ の用いた分析 メスは、まさ 読書から得られた知識や教養によって磨きがかけ れていた。フロイト とって読書が教養の糧であり、専門的研究 基盤であり、また気晴らしでもあったことは疑いを容れない。『婚約書簡』では、書物にまつわる話題が頻繁に現れる。二人の手紙ではゲーテ、シラー、ハイネ、シェークスピア、ディケンズ、セルバンテスといった世界の大作家たちについて語 れる。また、ハイゼやフライタークなど、今日ではもはやあまり話題にはならない作家についても書きつけられている。フロイトはマルタ 知的教育に気 配っていて、 「僕はずっと君のため 読み物を探して ます」 （
B
b.2. S.102 ）










紙でも何も語られていない。三日後、マルタは、読書の時間はまだとれないとヴァンツベークから書き送る（八二年六月二二日付） 。そちフロイトは「君 オーディンの慰めについてどう考えているか、書いてくれませんか」 （
B

















そうとうにこの小説にはこだわりがあったと考えねばならない。だが、これ以降、ダーン 『オーディンの慰め』が二人の文通の かで話題になることはなかった。それだけに、その本に自分のシークレットが隠されている まで書くのは謎めいている。
結婚後の一八八七年にフリースとの文通が始まるが、そのフリース






その論拠もあげていない。ともあれ、自分の が隠されていると書いて、 「別れの日 にその小説を恋人にプレゼ トするのだから、その本には深い思いが込められていたにちがいない。さらに 今述べたとおり『全集（
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育った。父母ともに有名な俳優で、ダーンは子ど 頃から演劇に親しんでい れ ともに歴史に熱中し 一八九五年出版 四巻本の自伝『回想』によ ば、 「八歳」のときにベッカー（一七七七年〜一八〇六年）の一四巻本の世界史を読破し、その後も繰り返し読み返したという
⑽。読んだばかりではなく、その本に登場する人物になりき













盤をなす学術書として自著を列記し いる。またそれに続いて、 「ローマの英雄ケテグス・セサリウスの物語は完全に自由創作され ものである」
⒁
と書く。これは、幼年期に培った空想力と学者としての知識が
結合して生まれた小説であり、まさ 「学者作家ロマーン」であ 。二〇一四年出版 新版で一一一一頁に及ぶ大作である。物語は「西暦五二七年の夏の夜」の「ラヴェンナ」
⒂を舞台として始まる。その当時、
イタリア半島を支配していたの 東ゴート王国であっ 。小説で語られるのは、この王国のゴート人とローマ人 戦い、そして王国の滅亡をめぐ 物語である。
これがベストセラーとなった一つの要因は、起伏に富んだ波瀾万丈




























と表現するほどなのである。他方、別離の日に婚約者にプレゼントするのだから、この本にはよほどの思い入れが込められてい にちがない。また、 当人がそう書くのだから、 この小説にはフロイト 「秘密」が隠されてい と考えねばならない。さらにこの小説について考察する。三、ダーン『オーディンの慰め』①異教の語り手
初版が一八八〇年に出版された『オーディンの慰め』は、一九〇一















紀初頭だった。イスレイブもギツールもその当時に実在したカトリック司教である。そして、 トルゲイルはカトリックの圧迫を受け、 その 「罰」を恐れながら、オーディンの神話を語り出す。伝承 物語を息子に伝えようと、夜中に密かに れを書き綴るのである そして、物語 途中でこう述懐する。
しかし、私は何と言ってもスカルドではない。私はスカルドとし














にとって、 同じ 「セム人」 としてハンニバルはユダヤの側にあった。 『オーディンの慰め』の語り手は、キリスト教が布教されるなかで、なおも伝承されたゲルマン 神話を語り継ごう する男である。男はユダヤ人とは何の縁もない。しかし、多数派を占めるローマ・カトリックに対する少数派として、フロイトはその男の状況に共感を覚えたにちがいない。やがてゲルマン至上主義者が多数派となり、フ イトを含めたユダヤ人を徹底的に迫害したという歴史的な経緯 考えれば皮肉なことだ。しかし、 一九世紀末にそうしたこと 予見した者はいなかっ 。
こうした語り手の状況は、この小説において副次的な要素でしかな
い。確かに、その状況に共感を感じて読み始 はしたのだろうが、しかし、フロイトの「秘密」がそこに隠されている 考えられ い。それを見 だすには、語られた内容を探らねばならな 。②オーディンの神話とオイディプス
トルゲイルの語る物語にはオーディンをはじめとして、バルドルや















ある。 人間を創造した神々は人間を庇護 る。 それ 対し、 巨人族にとって、人間は自然を破壊し、自らの領分を侵す邪悪な存在であり、その抹殺を欲す 巨人たちは、ロキの陰謀に乗って、雷神トールの槌ミョルニルを奪い、また女神フレイアを誘拐する。そして、返してほしければ、人間 殲滅せよと神族に迫る。両者は全面戦争の瀬戸際にある。そのときオーディンが妥協案を提示す 今後、神族は人間 どんな苦境にあろうとも、その営みにいっさい手出 はしない、そう約束るのでフレイアとミョルニルを返せ、というのである。巨人 そを受け入れ、和平が成立する。ところが そのあと ぐにロキがまたも狡猾に立ち回り、争いを再燃させようとする。ロキはオーディンの息子なのだが、その出生には秘密が隠されている。 して、父の権力を我がものとしようと う思い上がった野望を抱く そのために奸計をめぐらして混乱を惹き起こし それに乗じて権力を奪おうとするのである。ロキは人間界に嫉妬に起因する争いを生じ せる。ことは思惑どおりに運ぶ。神々 寵児ハラルド王がヒルデ 妻に得たことを妬むスカジ王はロキに焚きつけられ、ハラルドを襲 。しかし、逆にハ
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はなく、結婚によって生まれたのでもなかった。オーディンが犯した巨人族の女から生まれたのが、ロキであった。ロキは自ら「私生児」
を名











席で かなかった。オーディンは最愛の母を捨 た男でもあ 。ロキは自分を愛そうとしない父を憎み、その愛息に嫉妬する。寵児の殺害を企てるのは妬みゆえば りではなく、そのことによって父への恨みを晴らそうとするからだ。父に「 ぜこのわし あやめようとはしなかったか」と問われ、ロキはこう答える。
あなたを愛しているからだ、 父よ！ ［中略］ あなたを憎むよりももっとずっと熱く のだ。 ［中略］俺はあなたの長男ではないか！

父を憎むのだが、同時に父を愛するがゆえに父を殺すことはできず、






















う言葉を、母親へ 「最初の性的興奮」と言い換えるこ は何の飛躍もない。また、ロキとバルドルのあいだに見られる兄弟間の敵意に満ちた関係についても、フロイトはオイディプスに関す 論述を導入する直前で取り上げている。他方、バルドルと妻ナンナはオーディンを父とする兄妹である 兄妹婚は神話の常であり、この小説でもオーディンとナンナは互いに「お父様」 、 「愛する娘」 呼び合って
。

















































































を刺し貫かれ、瀕死の状態で母フリッグの膝の上に横たわっている。不死であるはずの神が なんとしているのである。刺さった槍を引き抜けば、バルドルはおそらく死ぬ。神が死ぬかもしれぬという恐怖が神々をとらえる。オーディンは神の死が何を意味するのか、何が死にゆく息子に っての慰めとなりうるのかを探りだそうとする。 の真理を知るのは運命の三女神ノ ネンである。瀕死の息子を母に任せオーディンはその謎を解明せんと三姉妹のもとへと下る。 の住まはヘル
｜冥界
｜の彼方にある。死者たちが影として住まうヘルはオー
ディンにとっても恐ろしい場所である。し し 危険を顧みず、真理を求めて、ノ ネンのもとへと下降を続け 。ようやく宇宙樹ユグドラシルの根元までたどり着 、そこでは三人の女が糸を紡いでいる。三人の女は過去、 現在、 未来を司る。オーディンは たちに問 け
わしが探りたいのは、あったこと、あること、これからなることだ。












まったとき、オイディプスは自ら目を潰し、両目を失う。ここでも目は知の代償である。 「革命の夢」に現れる片目の父は 隻眼となった神オーディンである。それとともに、夢の中の父は「盲 」であったも言われており、全盲となったオイディプスにもつながる。夢の中の父はまた息子としてのフロイト自身でもある。
ダーンの小説に戻ろう。片目を与えたオーディンに第一の女神ウル
ズが過去を、第二の女神ヴェルザンディが現在を見せるが、オーディンはそれには満足しない。ついに、第三の女神スクルドが秘密を告げる。未来を司るスクルドは、 「永遠に若く」あ かのよ に見える「素晴らしく美しい」
女神である。この女神は一言も発することなく、泉に
未来を映すことによって運命を告げる オーディンは こに女神の叡智を読み取る。あらゆる神 死ぬ。個体は衰え、死に、無と化す。神々が滅びるという北欧神話のラグナロ
｜神々の黄昏
｜のヴィジョンが
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映し出されたのである。それは神々にとって絶望的な未来の運命であった。しかし、オーディンはそこに慰めを見いだす。あらゆる個体が消滅し、生命が絶滅しても、その死を超えた「永遠なるもの」があり続け、やがてまた生命が復活するのである。それが、オーディンに与えられた「英雄的で勇敢な慰め」 った。息子のもとに戻ったオーディンはうなじから槍を引き抜く。バルドル 笑みを浮かべて死ぬ。
運命の三女神ノルネンの名は、フロイトの一九一三年の論文「小箱







































と言われている。そして、沈黙する女神はオーディンに愛息の死のヴィジョンを、さらにそれに続く 神々と巨人族、人間と世界の衰微と滅亡のヴィジョンを泉 映して見せるのである。フロイトは恋人に贈った小説 ことを忘れてしまっていたのだろうか
オーディンが泉のヴィジョンに見たのは「無」
であった。個体の死の




がありうるとすれば、 「母なる大地」 受け入れられるこ だ。 「母なる大地」において個体は解体し、他の生命の糧となる。個体 超え生命が永続すると う幻想が 個別の人間にとって、合理性を逸脱しない範囲での 「慰め」 でもあるだろう。フロイトは 「 箱選びのモティー
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フ」でこうした「慰め」に言及してはおらず、これは本稿の筆者による一つの解釈で かない。しかし、そうした解釈が成り立つとすれば、フロイトの「慰め」はまさにダーンの小説に ける「オーディンの慰め」に一致す 。
ダーンの小説のオーディンはおののきながら泉に映る「無」を凝視す
る。そのまま長い時間が経ったのち、そこから自分たちとはまったく異なる生き物が湧き出してくるのが見える。やがてそれらは自分 ちに似た姿に変わっていく。おそら 進化のことが言われ いるのだろう。そのように生命が持続するというのである。ノルネンの一人ウルズは言う。
すべての個々なるものが、 個々のアース、 神々と精霊も消え絶える。個々の神もまた個々なるものであるからだ。 ［中略］永遠なるはただ光と生命、喜ばしくも温 い動きのみ。
















る。文芸作品に熱中する受容者は、夢見 人がそうであるように、抑圧された欲望の充足を体験する。優れた文芸作品は、危険な欲望を秘めると同時に、それを美のヴェールで隠蔽するものであらねば らない。それが、フロイトの考える文芸を文芸たらしめ だった。
ダーンの『オーディンの慰め』はこうした条件を満たしていない。







しらの余韻が残ったかもしれない。しかし、そこから新たな生命が湧きだす様が語られ、まして、生命の永遠性が神とまで呼ばれるまでになると、 あまりに底が浅く、 安直だという感想をもたざるをえ くなる。この作品がドイツ文学研究から抜け落ちているのは、それなりの理由があるというべきだろう。作者自身が「三流文芸作家」を自認しているのだから、本人もそれを不当な扱いだとして
｜泉下で
｜憤りに駆ら
れることもないだろう。他方、 「小箱選びのモティーフ」でフロイトがあからさまに「慰め」を示すことはなく、その読み取りは読者に委ねられている。そこにこのエッセイの迫力があり 書き手の力量を認めることができ しかし、 『オーディン 慰め』 若 日 フロイト心を捉えたことは事実だ。やはり、表現形式を度外視して内容そ ものに魅了され と考え ほかない。フロイトも一九世紀の読者なのだから、今から見 ば重苦しい文体も受け入れやすかった かも れい。何と言ってもダーンは当時の売れっ子 作家だったのである。
あらためて「秘密年代記」から引用する。
オーディンの慰めを得んとして、僕は不屈の反逆をしながらまずは君と戦い、そ のちに君とともに戦うつもりです。
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ながる。しかし、フロイトはそのことを意識してはいない。
青年期の読書体験は人の心に一般に深く根づく。まして、恋人への










と並んで、ダーンが取り上げら な のは不自然である。も 意識的にダーンを忌避しようとした なら、わざわざ脚注をつけて、そこに 「オ
、
ーディンの慰め」 という文言を書きつけることはなかっただろう。
むしろ、それを想い起こさせまい する無意識的な力が すなわち抑圧がそこ 働いていたと考えてしかるべきだ。検閲をすり抜けて、 「オーディンの慰め」と う言葉だけが顕在化したのだが、そ 以上の分析は抑圧されたのである。何が抑圧の要因であっ か 以下に一つ推測を述べる。
この夢の分析にかかわって、すでに引用したとおり、フロイトは夢
の中で幼年期の失敗を想起するたび 「かならず自分の業績や成功を数え上げている」 だという。コカイン麻酔による眼科手術も、フロイトにとっては自分の「業績」であり、 「成功」であった。 し、現
実にそれはフロイトの「業績」とは言いがたいところがあった。コカインの麻酔への応用は友人の医学者に先を越され、公にフロイトの業績とは認められていなかったのである。フロイトの業績と言えるのは、コカイン研究におい 先鞭をつけ、医学への応用への道筋をつけたというところまでだった。 『婚約書簡』 も、フロイトは一八八四年四月以降マルタに頻繁にコカイン研究について書き送っている。それほどこの研究に熱中していたのである。コカインの麻酔薬としての応用が自分の業績とならないこと ついては、 も了解していた。しかし、むろん内心は穏やかではなか だろう。そし 、この夢の分析を書き記す『夢解釈』においてフロイトの大きな業績となるはずだったのは、オイディプス・コンプレックスの発見であった コカイン研究で先を越されたように、その発見もまた、ダーンの小説によ て先取りされかねないという想いがフロイトの無意識にあったのではなか。 『オーディンの慰め』 では、 息子 父母 のオ ディプス的な関係が、小説としては失敗と言わざるをえな ほど、あからさ 表現さいるのである。そのこ をフロイトは知っていたから そ、知らぬままにしようという力が働いたと う推測が成り立つ。
ダーンについては、そもそもどのようにしてフロイトを先取りする
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